
令和 5年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00046

施策 11 グリーンインフラを活用した都市環境の形成

目標 03 気候危機に立ち向かい、みどりあふれる良好な環境を将来につなぐまち

施策担当課 みどり公園課 関係課 都市整備部管理課　土木計画課

施策目標 ○区民・事業者等と区が協力することによって、みどりの総量が増加するとともに、みどりの質も向上していま
す。
○グリーンインフラの整備が進むことによって、生物多様性の維持・確保や防災機能の向上など、自然環境が持
つ多面的な機能を活用した都市環境が形成されています。
○みどり豊かな身近な憩いの場として、また災害時に備えたオープンスペースとして、誰にとっても安全で快適
に利用できる公園整備が進んでいます。

活動指標 成果指標

当該年度に整備した公園面積 緑被率指標名（１） 指標名（１）

みどりの実態調査【社会】算式・指標説明算式・指標説明

公園施設を改修した公園数 区民一人当たりの公園面積指標名（２）指標名（２）

年度当初の区内公園面積/人口【社会】算式・指標説明算式・指標説明

接道部緑化助成延長 みどりの豊かさに満足する区民の割合指標名（３）指標名（３）
区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

保護樹木指定本数 指標名（４）指標名（４）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 3年度 令和 4年度令和 2年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

㎡活動指標（１） 1 3,658 7,182 6,075 373 362
活

園活動指標（２） 2 39 35 37 43 42動
指 ｍ活動指標（３） 3 134 350 146 350 152
標

本4活動指標（４） 1,442 1,750 1,371 1,600 1,330

％5成果指標（１） 21.77 25.00 21.77 22.00 21.99 23.00％ 令和12年度

㎡/人6成果指標（２） 2.47㎡/人2.12 0.00 2.22 2.21 2.25 令和12年度
成

％7 90.0％86.8 0.0 87.3 88.0 85.3成果指標（３） 令和12年度果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 2,814,103 4,319,010 4,218,579 2,597,043 2,504,042
成果指標1に関して、5
年ごとに実施されるみ施 人件費 12 千円 646,805 600,551 634,834 597,249 628,174
どりの実態調査におけ
る直近年度の実績値を策 総事業費 13 千円 3,460,908 4,919,561 4,853,413 3,194,292 3,132,216表示しています。(11+12)

コ
国・都からの補助金等 14 千円 161,396 1,244,412 1,003,983 244,601 150,451

ス
総事業費伸び率 15 ％ 40.2 △35.1 △35.5ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 18.7 12.2 13.1 18.7 20.1
（12÷13）

IP27PAD0



　新たな公園の整備により区内の公園面積は着実に増加し、区民一人当たりの公園面積は少しずつ増
加となっています。今後も、災害に備えたオープンスペースを確保するために、更に公園整備を進め
る必要があります。あわせて、開園から長い年月が経過している公園が多いことから、適正な維持管
理と計画的な施設の更新を行う必要があります。
　一方、屋敷林や農地は貴重なみどりですが、大規模敷地の分割が行われることによる土地の細分化

課題・分析 がみどりの減少の要因となっています。みどりや水辺などの豊かな自然環境を、区民・事業者と協力
して、守り、創り、育てていく必要があります。また、生物多様性の維持・確保や防災機能の向上な
ど、みどりの多様な機能をグリーンインフラとして活用することが求められています。

　杉並のみどりの約7割を占める民有のみどりを保全・創出するため接道部緑化助成を12件実施しま
した。区内の河川では、善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出関連で、小学生及び保護者225名が参加し
て区民と協働で水鳥の一斉調査を実施しました。また、区内のみどりの保全、荻外荘の復元・整備の
財源に充てるための寄附が118件ありました。
　公園の整備については、（仮称）荻外荘公園の復原整備工事を令和4年6月に着手するとともに、追
加用地に建設する展示休憩施設棟の設計を令和4年7月に着手し、令和6年12月の開園に向けて事業を
進めています。また、馬橋公園は、令和5年度に予定している拡張整備に先立ち、安全で安心して利
用できるよう、既存の老朽化した施設の改修を行いました。（仮称）杉並第八小学校跡地公園と富士施策の成果
見丘北公園（拡張）は、実施設計を行い、令和5年度からの工事着手に向けて準備を進めています。
松庵梅林公園は、住民の意見を取り入れた地域のレクリエーション活動の拠点となる公園として令和
4年4月に開園しました。また、大宮前公園を中心とした6公園について改修工事を行うとともに、宮
下橋公園を中心とした6公園のワークショップを開催しました。老朽化した公園施設については、35
公園で遊具の改修工事行ったほか、井草さくら公園の球戯場の改修工事を行いました。

今後の施策の方向性 現状維持
改

　みどりの増加と質の向上については、新しくみどりを増やす際の費用負担を軽減するため、接道部善
緑化助成や、屋上・壁面緑化助成を積極的にPRしていくとともに、保護樹木、保護樹林を維持してい・
くための支援について検討していきます。また、平成20年度から継続している水鳥一斉調査の事業を見
継続して実施していきます。直
　公園の整備については、（仮称）荻外荘公園の復元整備工事を着実に進めるとともに、展示休憩施し
設棟についても令和6年12月の開設に向けて整備を進めます。あわせて、（仮称）荻外荘公園の開園の に向けて、みどりの基金について、全国展開している雑誌への記事掲載等による事業及び寄附金募集今後の進め方方 の情報発信を積極的に図っていきます。また、（仮称）杉並第八小学校跡地公園は、令和7年度中の向 開園に向けて、今年度から公園整備工事を行い、下高井戸おおぞら公園は、令和7年度中の開園に向
けて、今年度拡張工事に着手し、（仮称）下高井戸四丁目第二公園は、区民等の意見を参考に、今年中
度整備案を取りまとめ、令和6年度に公園整備工事を行うなど、オープンスペースとして誰もが安全長
で快適に利用できる公園整備を進めていきます。期
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令和 5年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0004611】【施策名称 グリーンインフラを活用した都市環境の形成【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 4年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

9,897現状維持水辺環境の整備 ○ 1,829 8,0681403

1,553,502現状維持公園の維持管理 1,246,551306,9512416

76,808現状維持遊び場の維持管理 51,355 25,4533417

○ 734,939推進（拡充）公園等の整備 ○ 670,27764,6624418

○ 265,780現状維持公園のリニューアル ○ 238,83426,9465419

○ 98,831現状維持みどりを育てる ○ 41,180 57,6516420

159,507現状維持みどりを創る ○ 114,31745,1907421

○ 81,563現状維持みどりを守る ○ 38,910 42,6538422

16,310現状維持みどりの基金 ○ 12,401 3,9099423

41,583現状維持公衆便所の維持管理 23,480 18,10310424

93,496現状維持公園緑地事務所等の管理運営 64,908 28,58811425
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2,504,042628,1743,132,216合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項
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